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平成 25年度（第 28回）タカラ・ハーモニストファンド活動助成報告 

 

植生回復と荒廃した歩道の補修

十和田八幡平国立公園八幡平地区パークボランティア「ヒナザクラ会」 岩手県
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平成 27年度 （http://hinazakura8.blog.fc2.com/ ブログページより抜粋） 
 
2014.06.15 登山道整備① 

今日は草の湯分岐～田代沼の登山道整備なので気になる所ですが作業、作業 

運搬車を使って資材を運びます 資材↓（水分を含んでいて相当重たい） 

 
 

まず道を作ります、２本の丸太に板をのせて橋を作る作業 こんな立派な橋が架かりました 

  

 

 

 

 

 

運搬車はキャタピラとはいえ、登山道は凸凹、ほんの数日で融雪も進むのでなかなか操作も大変

な様子やいのやいの担いで運んだり 
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難所はみんなで押したり引いたりと一苦労ですが、なんだか生き生きと少年に戻ったようで楽しそう（笑） 

長い道のりを、何とか予定の場所まで 

 

すると、なんということでしょ～、靴が埋まる程の泥道が 

 

足場ができて歩きやすくなりました！この後、天候が悪化したため作業はここで終了しました。 

 

2014.06.29 登山道整備② 
今日は前回の続きで田代沼の登山道整備です。 

降水確率 70％ほど、なので今日は午前中だけの作業と決めて濃霧＆小雨降るなか移動。。。 

本日は５名と少人数ですが少数精鋭のメンバー（自称） 

今回の仕事道具たち 見た目よりも重いのですよ、これが作業予定地 
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その①は雪が残っていたので作業出来ず 

 

その②は板を敷いたあとに鉄筋を打って固定する作業 石を避けてガンガン叩きます、これが大変疲れます(+_+) 

  

 

固定するとこんな感じです、大雨でも流されないようになったか

なおさがりの廃材+倒木した木で木道が完成しました 

 

これからも少しづつ整備していきますのでご協力をお願いします

（広報係） 

 

2014.07.26 登山道整備③
 
2014.08.10 登山道整備④  
 

 



10

2014.09.06 平成 26年度 植生回復作業 

午後から植生回復作業です。多くの方に参加頂きました。 

施工箇所はめがね沼（の左目？） 

そして日本植生株式会社の方々がいらして施工を指導して頂きました。 

今日使う植生マット↓これを運びます、1巻き約 17Kg 高齢化のヒナザクラ会には助かります 

裸地化した今日の施工箇所 

 

 

この植生マットは、ヤシの繊維、スギを糸状にしたもの、人工堆肥（他の植物が混入しないように） すべて土に還

ります。国立公園という規制のある場所に合わせた作りになっているとの事です。 

 

マットを敷きます。ポイントは石などを取り除き密着させる事 トントン 竹でできた杭で固定します。 
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こちらは・・・植物調査中 ここは雪田なので季節という概念がなくなっている 

 

大ぜいなので作業はあっと言う間 ｢100人のっても大丈～夫！！｣風 

 

天候が良く作業もはかどり、そして（自称）晴れ女の名誉が保てました 

みなさん大変お疲れ様でした、結果が出るまでは時間かかりますが八幡平の自然をじっくり見守って行きましょう。 
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2014.08.31 平成 26年度 パークボランティア合同研修会①  

（十和田八甲田地区・八幡平地区・南八幡平地区・岩手山地区が合同で行う研修会） 

8/30 

今年の合同研修会は十和田八甲田地区の方々の担当でした。 

研修会会場はこちら、4/20移転開館の十和田ビジターセンター

 
本日の講演は｢奥入瀬のコケ｣のお話  

コケ→ 植物学的にいうコケとは、｢鮮苔類｣（せんたいるい）と言う。さらに鮮類と苔類に分類 

根はなく全身で水を吸う、胞子で増える 

 

続きまして各地区の活動報告、 

ヒナザクラ会は見上さんの発表風景↓ 研修会終了後はみなさんで記念撮影、 
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2014.09.01 平成 26年度 パークボランティア合同研修会その②  

8/31 

つづいて２日目は奥入瀬渓流を十和田八甲田地区の方々に案内していただきました。 

雨も心配されていましたが、日も出てきて丁度良い気温  

エビゴケ（鮮類） 先端がエビの触角の様 

ホウオウゴケ（鮮類） ジャゴケ（苔類 タイルイ） 蛇皮の模様 

 

シダの胞子のう マイナスイオン補充 

 

 


